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2025年1月26日
年間第3主日

菊地 功 枢機卿 メッセージ

ルカ福音は、「この聖書の言葉は、今日、あなたがたが耳にしたとき、実現した」という
イエスの言葉を記しています。聖書に記されている言葉が、単なる文字の羅列ではなく、
まさしく生きている神の言葉であることを、人となられた神の言葉であるイエスご自身
が、宣言される言葉です。

公生活の初めに、ナザレの会堂で、イエスに渡されたイザヤ書の言葉こそ、イエスご自
身の語り行うすべての根幹をなす生きる姿勢を明示したものでした。イエスこそは、と
らわれ人に解放を告げ、主の恵みの年を告げる存在であり、それこそが神の良い知らせ、
福音であることが明らかにされます。イエスこそは希望の源です。自由を奪われ不安の
暗闇に閉じ込められているわたしたちに、神がいのちを創造されたときに願われた思い
を生きることができるようにと、とらわれからの解放をもたらされる希望の源は、神の
ことばであります。

「希望の巡礼者」をテーマとして始まった聖年は、まさしくイエスの言われた「主の恵
みの年」であり、この⼀年わたしたちは、自分自身の回⼼、霊的な成⻑、そして救いだ
けを⼼に留めるのではなく、主とともに歩む巡礼者として、与えられた自由と解放がも
たらす希望を、さらに多くの人に伝えていく使命があります。

年間第三主日は、神のことばの主日です。教皇フランシスコによって2020年に制定され
たこの主日は、使徒的書簡「アペルイット・イリス」によれば、「神のことばを祝い、学
び、広めることにささげる」主日とされました。

その上で教皇様は、「聖書のただ⼀部だけではなく、その全体がキリストについて語って
いるのです。聖書から離れてしまうと、キリストの死と復活を正しく理解することがで
きません」と指摘されています。ミサの中で聖書が朗読されるとき、神の言葉は生きて
おり、そこに主がおられます。ですから、典礼における聖書朗読の奉仕者の役割には、
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聖体の秘跡に関わる司祭と同様に重要な意味があります。

教皇様は、「聖霊は、神のことばを聞く人々のうちにおいても働いています」と使徒的書
簡に記し、だからこそ「原理主義的な読み方は避ける必要が」あると強調されます。そ
の意味で、シノドスの道を歩む際に重要とされている霊における会話のように、共同体
でともに神のことばに耳を傾け、分かち合いながら、聖霊の導きを識別することには意
味があります。

神のことばは、その昔に実現したのではなく、「この聖書の言葉は、今日、あなたがたが
耳にしたとき、実現」します。

東京教区にとって本日は、「ケルンデー」であります。ケルンと東京のパートナーシップ
は昨年2024年に70年を迎えました。第二バチカン公会議直前に始まった東京カテドラル
聖マリア大聖堂の建設をはじめ、東京教区はケルン教区から多額の援助を受けて育てら
れてきました。白柳枢機卿の時代に、ミャンマーの教会支援という新しいパートナーシ
ップへと発展しました。与えられ育まれてきた財産を、これからどのように維持発展さ
せていくのかは、愛を受けたわたしたちの責任です。私たちは、教区を育ててくださっ
た兄弟姉妹の愛の⼼に感謝しながら、それに倣い、神の愛の生きた証し人として、神の
ことばの生み出す希望を告げる巡礼者でありたいと思います。


